
コンテンツ産業の発展に向けた

NHKの取り組み

日本放送協会 ２０２３/４/２４

放送コンテンツの制作・流通の促進に関するＷＧ（第５回）・資料



“開かれた制作体制”により産業振興に貢献

外部制作会社は、公共放送NHKを支える上での欠かせないパートナー

NHKは番組制作会社との協業を通じて 日本全体のコンテンツ制作力向上に貢献

ATP賞 最優秀賞
「魔改造の夜 トースター高跳び／ワンちゃん２５ｍ走」

（２０２１年 第37回情報･バラエティ部門）

制作会社：テレビマンユニオン

文化庁芸術祭 大賞
「忠臣蔵狂詩曲No.5 中村仲蔵 出世階段」

（２０２２年・第77回 テレビドラマ部門）

制作会社：オッティモ

※BSプレミアム放送の受賞作品より
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ＮＨＫの外部制作活用の経緯

衛星放送の発展とともに 外部制作事業者の活用を進めてきた

年 衛星放送の変遷 外部制作の状況
1984 ＢＳアナログ試験放送開始（ＢＳ１）

1985 ＮＨＫエンタープライズ設立 ミニ番組等の委託が始まる

1986 ＢＳアナログ試験放送開始（ＢＳ２） 一般番組の委託が始まる

1989 ＢＳアナログ本放送開始 （ＢＳ１・ＢＳ２）

1994 ハイビジョン実用化試験放送開始

2000 ＢＳデジタル本放送開始（ＢＳ１・ＢＳ２・ＢＳｈｉ）

2004 番組著作権が外部制作会社とＮＨＫの共有となる
委託区分を導入

2006 「企画競争」導入※外部制作会社への直接発注が可能に

2008 「外部事業者の企画・制作能力の活用」を明記
（ＮＨＫの「経営計画・2009～2011」）

「数値目標」を提示
（ＮＨＫの「2011年以降のBSデジタル放送についての考え方」）

2010 基幹放送普及計画に「数値目標」が記載※ＢＳＰ

2011 ＢＳデジタル放送２波化（ＢＳ１・ＢＳＰ）

2018 ＢＳ４Ｋ・ＢＳ８Ｋ本放送開始 2



波別の外部制作 編成割合

衛星波を中心に外部制作事業者の活用が進む

※２０２２年度上半期実績値

地上波 ２Ｋ 衛星波 ４Ｋ８Ｋ 衛星波

9%

40%
24%

「基幹放送普及計画」において「外部事業者の活用」が明記
２種類の数値目標(外部制作比率）が設定
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赤＝外部事業者
（放送時間基準）

ＢＳ１・ＢＳプレミアムの平均値



外部制作に係る要件
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Ａ

Ｂ

出典：「放送コンテンツの制作・流通の促進に関するWG」(第１回）総務省資料
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外部制作比率の実績

ＢＳプレミアムは(A)(B)２種の努力目標に向かって 外部制作事業者の活用を進めている

【目標５０％以上】
(Ａ)に加え、外部制作事業者が制作参加したもの
放送権を購入したもの 等

【目標１６％以上】
外部制作事業者が企画（発意）したもの
外部制作事業者との国内共同制作 等

Ａ

Ｂ

（年度）
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コンテンツ産業への貢献の

取り組み



協業による多様性の創出

各社との協業で制作するコンテンツ群が

衛星放送の多様性や豊かさを創出
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独創性 × 多様性 ＝ 視聴者の満足度向上

コンテンツ産業への貢献①



競争による制作力の向上
外部の制作会社とＮＨＫグループが切磋琢磨し

日本全体のコンテンツ制作力向上に貢献

１７８回の募集を行い

のべ８３９１社が参加し

３９９の企画を採択

（２００６年～現在）

機会均等・競争関係の促進

「これは経費で落ちません！」 「ワタシってサバサバしてるから」

制作者の制作力向上

8
正月時代劇 「いちげき」

放送後の多様な展開

透明性の確保

NHKホームページより

外部制作事業者のメリット

コンテンツ産業への貢献②



コンテンツの主なジャンル

最新技術を活用した高付加価値化

国内に蓄積されたコンテンツの利活用を４Ｋリマスター技術により促進

著作権収入や制作受注により業界全体の持続的な発展に貢献

「タイムスクープハンター４Ｋリストア版」 「伝説のコンサート」シリーズ 「ウルトラセブン ４Ｋリマスター版」

➡ 高い付加価値の創出 ➡ 過去コンテンツの二次利用促進 ➡ 外部制作事業者への貢献

ＢＳ４Ｋのリマスターコンテンツ

２０２１年度 ２０２２年度

放送分数 約９０９時間 放送分数 約１１０２時間

放送回数 １２２５回 放送回数 １４７５回

購入番組（海外名作）

大河・朝ドラ

ドキュメンタリ― エンタメ（音楽等）

名作ドラマ

映画
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※リマスターの仕組みについては

資料末尾参照

コンテンツ産業への貢献③



高品質コンテンツの流通促進に貢献

ＮＨＫグループのノウハウを生かし 多角的な流通を促進

海外への番組販売やコンクールへの出品 キャラクター等の二次利用

ＣＳ・ＢＳ・ＣＡＴＶ

機内上映などの番組販売

素材提供、ＤＶＤ・ＣＤ化

オウンドメディアでの利用

放送

Ａｍａｚｏｎ Prime Video、Abema ＴＶ

Disney＋、Hulu、Netflix、Rチャンネル、FＯＤなど

キャラクター・出版物・イベント

著作権者への利益の適正な配分

業界の持続的な発展へ

MIPCOMなど国際見本市への出展
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国内の番組販売

外部プラットフォームへの展開

高品質コンテンツの展開



健全な取引の徹底

NHKは制作会社の団体との対話の場を設け

良好で公正な関係の維持・発展に努めている

 ４Ｋ番組に関するリピート放送の考え方の合意

 素材の外部への提供についての考え方の合意

 番組制作会社との取引基準の改定

2022年度の改善事項

※（一社）全日本テレビ番組製作社連盟

定期協議を行い

様々な課題を議論

後援

 「ATP賞テレビグランプリ」の後援、受賞式の放送

 ＮＨＫアナウンサーの司会での参加
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衛星波の整理・削減後の

ＮＨＫの考え方



ＮＨＫ 修正経営計画
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出典：「ＮＨＫ経営計画（２０２１－２０２３）の修正について」より



衛星波の整理・削減 概要
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サービスプラン 主な番組のジャンル

新
Ｂ
Ｓ
4
Ｋ

世界に通用する多彩な
コンテンツ・高精細クオ
リティを提供

 自然・紀行番組
 ドラマ
 音楽番組
 教養エンターテインメント番組
 ４Ｋリマスター番組 など

新
Ｂ
Ｓ
2
Ｋ

BS1・BSプレミアムの
コンテンツを中心に、
衛星放送の魅力を凝縮
し、ライブ感を重視した
機動的な編成

 国内ニュース
 国際ニュース・報道番組
 海外ドキュメンタリー
 プロスポーツ
 アマチュアスポーツ など

 災害・事件事故等の場合、総合テレビと
同時に緊急ニュースを放送

 2Ｋテレビで衛星放送をご覧になる
視聴者に向け、新BS4Kの番組も放送

大規模災害時の
対応

地震・津波等の大規模災害が発生し、東京の放送センターから放送ができなくなった場合は
大阪放送局から新BS2Kに送信し全国の放送局が受信して放送する



限られた経営資源を“４Ｋ強化”に

人気コンテンツを４Ｋに集中編成再編周知活動

放送時間を４月から２１時間 １２月からは２４時間に拡大

広報イベントも開催街頭広告
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ＢＳ４Ｋへの資源配分を維持

出典：ＮＨＫ「収支予算と事業計画（令和５年度）」



ＮＨＫに求められる役割 ～「公共放送ＷＧ・ＮＨＫ資料」より～

①

「情報空間の参照点」

への貢献

公共放送ＷＧでの議論を十分にふまえ、次の中期経営計画において

コンテンツ産業の発展への貢献のあり方について具体化していく

出典：総務省「デジタル時代のおける放送制度の在り方に関する検討会・公共放送ＷＧ」（第３回）ＮＨＫ資料

②

「信頼できる多元性確保」

への貢献
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コンテンツの信頼性向上 健全性確保への貢献

１月に修正したＮＨＫ中期経営計画で 「コンテンツ産業への貢献」を明記

■放送通信融合時代における
日本のコンテンツ産業の信頼性向上に
業界と協力しつつ取り組みます

■情報空間の健全性確保のための投資

■日本のコンテンツ業界の人材育成

強化する重点項目 繰越金を活用した還元
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まとめ
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 NHKはこれまで、外部制作事業者と協力することにより、多様で質の高いコンテンツを制作し、日本のコン

テンツ産業の振興に貢献してきた。外部制作事業者はNHKのパートナーであり、衛星波の整理・削減後も

この基本的な考え方を堅持する。

 NHKは三位一体の改革を進め、今年度、受信料の値下げと衛星波の整理・削減を実施する。今後、受信料

の長期的な減収傾向が予測されるなか、経営計画に掲げた「スリムで強靱な」体制を構築していくことが、

一層求められている。

 一方で、放送と通信の融合時代を迎え、日本のコンテンツ産業では、質が高く競争力のあるコンテンツの制

作・放送とともに、様々な形で流通・展開させていくことが求められている。こうした状況を踏まえ、NHKは

修正経営計画において、日本のコンテンツ産業の信頼性向上に協力して取り組むことや、コンテンツ業界の

人材育成などに取り組むことを明記しているところである。

 衛星波の整理・削減後においても、衛星放送全体で外部制作事業者と連携し、信頼できるコンテンツを視聴

者に届け、引き続き、衛星放送の普及に取り組んでいく。これまで実施してきた「企画競争」による制作機会

の確保を行うほか、「４Kリマスター」による高付加価値化等も含め４Ｋコンテンツの強化を図っていく。



（参考）



（参考）４Ｋリマスターのプロセス例
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オリジナル（SD/HD）

アップコンバート

アップスケール
=画素補完

リストア
＝色補正・ノイズ補正

グレーディング
＝色補正・輝度補正

放 送 ・ 展 開

ビデオ（アナログ）では
劣化しているものが多い

映像を４Ｋ画素数へデジタル化

４Ｋ相当の描写力にするため
手作業などで

増えた画素分の補間処理をする

ノイズや退色を修正
AIやパラメーターで変換するほか
人の眼と手作業で自然な映像に

色調整、リマスターの最重要工程
超高精細、高色域（ＨＤＲの場合）により

元素材以上の映像へ

修復と補正により
元の映像以上の質感へ

４Ｋリマスターは
４Ｋの特性を
生かした技術

※ビデオの例



（参考） 新しい２波の名称
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4/19 ＮＨＫ総局長会見 報道資料より



コンテンツ産業の発展に向けた

NHKの取り組み

【終】
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